
⚫ 実証候補区域に係る各区域の詳細な情報については、以下の窓口までお問い合わせくだ
さい。

⚫ また、事業の検討に際して地元調整等が必要な場合も、以下の窓口と相談の上、実施し
てください。

＜問い合わせ先＞

①北海道石狩市浜益沖、北海道岩宇・南後志地区沖に関すること

北海道 経済部 ゼロカーボン推進局 ゼロカーボン産業課 風力係 橋本

電話番号：011-204-5327

e-mail：hashimoto.isao@pref.hokkaido.lg.jp

②秋田県南部沖に関すること

秋田県 産業労働部 クリーンエネルギー産業振興課 クリーンエネルギー推進チーム

電話番号：018-860-2281

e-mail：shigen-ene@pref.akita.lg.jp

③愛知県田原市・豊橋市沖に関すること

愛知県 経済産業局 産業部 産業科学技術課 新エネルギー企画グループ

電話番号：052-954-7417

e-mail：san-kagi@pref.aichi.lg.jp
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１．実証候補区域の詳細情報（北海道石狩市浜益沖）

実施要件等 内容等

候補海域の所在地 北海道石狩市浜益沖

候補海域の面積 約2.5㎢（250ha）

想定出力 1.2万kW～3.0万kW（1～2基程度）

主な自然的条件 ① 風況：8.5m/s～9.0m/s
② 水深：70～80ｍ
③ 離岸距離：8.0～9.5km
④ 波高：3.0~6.9ｍ程度
⑤ 潮汐：石狩湾新港：満潮時25cm程度、干潮時11cm程度
⑥ 波浪：4.05m程度
⑦ 地質：中～粗砂が分布
⑧ 海底地形：実証候補区域の地図のとおり
⑨ その他自然条件：特になし

実証実施の条件 ① 想定する候補区域において、関係漁業者との調整が整った海域において実証事業を実施すること。
② 事業の実施に際して、調整先に日本海さけ・ます増殖事業協会を含めること。
③ 実証候補区域として選定され、かつ、実証を実施する事業者が選定された場合には、当該事業者

は事業実施前に北海道海域管理規則に基づく許可を得ること。なお、実証実施箇所に既占用物件
が存する場合は、新たな許可は行わない。

④ 実証事業は、漁業への影響を考慮し浮体形式をＴＬＰ方式とすること。

港湾の想定 石狩湾新港を想定

その他 実施場所の検討に際し、関係省庁との協議が必要となる。
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１．実証候補区域の地図（北海道石狩市浜益沖）

拡大

3NEDO「NeoWins（洋上風況マップ）」をもとに作成。



２．実証候補区域の詳細情報（北海道岩宇・南後志地区沖）
実施要件等 内容等

候補海域の所在地 北海道岩宇・南後志地区沖
（神恵内村・泊村・共和町・岩内町・蘭越町・寿都町）

候補海域の面積 最大348㎢（約34,800ha）（このうち、50ｍ以深の区域を対象）

想定出力 約1～7万kW（5基以下）

主な自然的条件 ① 風況：6.5m/s～8.5m/s
② 水深：50～500ｍ
③ 離岸距離：10.0km程度
④ 波高：0.2~1.4ｍ程度
⑤ 潮汐：岩内港：満潮時25cm程度、干潮時12～13cm程度、寿都港：満潮時23cm程度、干潮時11

～12cｍ程度
⑥ 波浪：1.75ｍ程度
⑦ 地質：極細粒砂～礫が分布
⑧ 海底地形：勾配は概ね3％で穏やかだが、一部急勾配あり
⑨ その他自然条件：沿岸部は自然公園が分布

実証実施の条件 ① 想定する候補区域において、関係漁業者との調整が整った海域において実証事業を実施すること。
② 風車設置数は、候補区域内で5基以下とすること。
③ 事業の実施に際して、調整先に、日本海さけ・ます増殖事業協会を含めること。
④ 実証候補区域として選定され、かつ、実証を実施する事業者が選定された場合には、当該事業者

は事業実施前に北海道海域管理規則に基づく許可を得ること。なお、実証実施箇所に既占用物件
が存する場合は、新たな許可は行わない。

港湾の想定 石狩湾新港を想定

その他 実施場所の検討に際し、関係省庁との協議が必要となる。
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２．実証候補区域の地図（北海道岩宇・南後志地区沖）

※左記のうち、関係者の合意が得られた一部の海域
（50m以深）において実証実施を予定

座標点入り位置図
NEDO「NeoWins（洋上風況マップ）」をもとに作成。 5



３．実証候補区域の詳細情報（秋田県南部沖）
実施要件等 内容等

候補区域の所在地 秋田県南部沖（由利本荘市及びにかほ市沖海盆エリア）

候補区域の面積 約30㎢（約3,000ha）

想定出力 4.5～9.0万kW（3～6基程度）

主な自然的条件 ① 風況：7.5m/s～8.0ｍ/s
② 水深：約400ｍ
③ 離岸距離：20.0km～30km程度
④ 波高：1.2~1.4ｍ程度
⑤ 潮汐：秋田港：満潮時68cm程度、干潮時13cm程度
⑥ 波浪：1.75ｍ程度
⑦ 地質：ほぼ全域が砂、礫、泥
⑧ 海底地形：平坦
⑨ その他自然条件：特になし

実証実施の条件 ① 秋田県法定外公共用財産の使用等に関する条例及び施行規則に従い海域の占有許可を受けなけれ
ばならない。

② 実証実施に当たり、設置工事に伴う漁業操業の制限に係る補償や実証運転期間中の船舶の航行
ルール等については、漁業者等地元関係者と個別に協議を行うこと。

③ 実証期間中において、漁業影響調査や警戒船の傭船のほか、漁業者等の実証事業への参画のあり
方や、漁業共生策について検討すること。

④ 実証後の商業運転への移行は、地元関係者合意のもと行うこと。
⑤ 将来、隣接する海域を促進区域化するに当たっては、再エネ海域利用法の協議会等のプロセスを

経て地域振興策を検討していくものとし、地域や漁業等との共存共栄のために設置する基金等に
ついては、先行する案件と同等の水準としていくこと。

⑥ 選定された実証実施者は、建設工事、メンテナンス等における県内港湾の活用や、県内企業の実
証事業への参画のあり方について合理的な範囲で検討するなど、県が掲げる浮体式洋上風力発電
に係る施策に協力すること。

港湾の想定 風車建設：秋田港、能代港、船川港を想定
維持管理等：秋田港、能代港、船川港、本荘港を想定

その他考慮すべき事項 当該区域上に航空路や通信用海底ケーブル等の隣接あり、留意が必要。
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３．実証候補区域の地図（秋田県南部沖）

緯度(北緯） 経度（東経）

① 39°28'10.75" 139°46'42.58"

② 39°28'08.56" 139°42'48.53"

③ 39°22'21.06" 139°43'49.46"

約30 km2

①②

③

NEDO「NeoWins（洋上風況マップ）」をもとに作成。 7



４．実証候補区域の詳細情報（愛知県田原市・豊橋市沖）

実施要件等 内容等

候補区域の所在地 愛知県田原市・豊橋市沖

候補区域の面積 約13.06㎢（1,306ha）

想定出力 1～3万kW（1～2基）

主な自然的条件 ① 風況：8.5m/s～9.0ｍ/s
② 水深：約80ｍ～130ｍ
③ 離岸距離：約14km～18km程度
④ 波高：1.0~1.2ｍ程度
⑤ 潮汐：5年平均潮位：361.7cm（気象庁 赤羽根観測所）
⑥ 波浪：6.5s～7.0s（年エネルギー周期）
⑦ 地質：主に鮮新世－中期更新世 渥美沖層群 正断層あり
⑧ 海底地形：大陸棚
⑨ その他自然条件：送電線の陸揚げ地点によっては藻場、アカウミガメ、スナメリ、鳥類の生息地に

該当する場合もある。

実証実施の条件 ① 都道府県条例に基づく海域の占用許可基準：愛知県国土交通省所管公共用財産管理規則による。
② 候補海域付近に魚礁が存在するため、当該魚礁の利用に支障が生じない事業計画とすること。
③ 海岸法に基づく海岸（国土交通省水管理・国土保全局所管）の占用等許可基準：海岸法（昭和31年

法律第101号）第７条及び第８条等並びに海岸法施行細則（昭和56年規則29号）。なお、候補区域
に接する遠州灘（表浜）一帯は、アカウミガメや海浜植物の保護のため、自然公園法及び海岸法に
より、車両乗り入れが規制されている。

④ 候補区域内における具体的な設置場所については、愛知県漁業協同組合連合会と協議し、合意を得
ること。

⑤ 工事にあたっては、愛知県漁業協同組合連合会に対し、着工前に工事内容やスケジュール等の詳細
について説明するとともに、工事期間中は工事情報を関係漁業者に周知し、節目ごとに進捗状況等
について報告すること。

⑥ 風車本体及び係留施設を含め、概ね３km×２kmの範囲内に設置すること。実施困難な場合は、愛
知県漁業同組合連合会と協議のうえ、合意を得られる方法で施設すること。【次ページへ】
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４．実証候補区域の詳細情報（愛知県田原市・豊橋市沖）②

実施要件等 内容等

実証実施の条件
（前ページから続く）

⑦ 送電線を海底の地下1.5m以上埋設すること。実施困難な場合は、愛知県漁業同組合連合会と協議
のうえ、合意を得られる方法で施設すること。

⑧ 実証期間終了後は、施設は完全に撤去し海底に構造物等を残さないこと。なお、やむを得ず実証
事業終了後に施設を残す場合は、事前に愛知県漁業協同組合連合会と協議し、承諾を得ること。
（施設の一部も含む）

⑨ 設備のプランが決定後、建設に着手する前に中立的な第三者機関による３年程度の漁業への影響
調査を実施し、海洋生態系や漁業への影響を科学的に評価すること。影響が想定される場合には、
その回避または軽減対策を実施すること。調査は漁業影響調査指針に基づくものとし、調査実施
主体ならびに評価を行う委員会の構成員については愛知県漁業協同組合連合会と協議して決める
こと。

港湾の想定 三河港蒲郡地区を想定

その他考慮すべき事項 船舶通航量（31～150隻/月）や海底ケーブル（周辺1㎞以内）、海底障害物（周辺3㎞以内）、漁業権
設定区域（送電線の陸揚げ地点による）、などに留意が必要。
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４．実証候補区域の地図（愛知県田原市・豊橋市沖）

NEDO「NeoWins（洋上風況マップ）」をもとに作成。 10
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